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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年9月3日(2015.9.3)

【公開番号】特開2013-83930(P2013-83930A)
【公開日】平成25年5月9日(2013.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-022
【出願番号】特願2012-163658(P2012-163658)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/20     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月15日(2015.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側より順に、
　正の屈折力を有する第１レンズ群と、
　負の屈折力を有する第２レンズ群と、
　負の屈折力を有する第３レンズ群と、
　正の屈折力を有する第４レンズ群と、
　正の屈折力を有する第５レンズ群と、
　正の屈折力を有する最終レンズ群とを備える６つのレンズ群からなり、
　変倍時に各レンズ群の間隔は変化し、
　広角端から望遠端への変倍時、
　前記第１レンズ群は固定であり、
　前記第２レンズ群と前記第３レンズ群は相対的に間隔を変えつつ共に移動し、
　前記第４レンズ群は固定であり、
　前記第５レンズ群は移動し、
　フォーカス時に前記第５レンズ群は移動し、
　以下の条件式（１－１）を満足することを特徴とするズームレンズ。
　　　０．７＜（ｆｇ3／ｆｇ2）＜1．３　・・・（１－１）
但し、
　fg2は、前記第２レンズ群の広角端から望遠端までの移動量、
　fg3は、前記第３レンズ群の広角端から望遠端までの移動量、
である。
【請求項２】
　前記第２レンズ群と前記第３レンズ群の間隔は、広角端から中間域への変倍時には減少
し、中間域から望遠端への変倍時には一定であることを特徴とする請求項１に記載のズー
ムレンズ。
【請求項３】
　以下の条件式（２）、（３）を満足することを特徴とする請求項１または２に記載のズ
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ームレンズ。
　　　０．３５＜（β45T／β45W）／（β23T／β23W）＜１．２　　・・・（２）
　　　３．０＜β23T／β23W＜ｆT／ｆW　　　　　　　　　　　　　・・・（３）
但し、
　β23Wは、広角端における前記第２レンズ群と前記第３レンズ群との合成系の倍率、
　β23Tは、望遠端における前記第２レンズ群と前記第３レンズ群との合成系の倍率、
　β45Wは、広角端における前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との合成系の倍率、
　β45Tは、望遠端における前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との合成系の倍率、
　ｆWは、広角端における前記ズームレンズ全系の焦点距離、
　ｆTは、望遠端における前記ズームレンズ全系の焦点距離、
　ｆT／ｆW＞７であって、
　いずれも無限遠物点合焦時における倍率あるいは焦点距離、
である。
【請求項４】
　以下の条件式（４）を満足することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載
のズームレンズ。
　　　０．１＜｜β23W｜＜０．３０　　　　・・・（４）
但し、
　β23Wは、広角端における前記第２レンズ群と前記第３レンズ群の合成倍率であって、
無限遠物点合焦時における倍率、
である。
【請求項５】
　以下の条件式（５）を満足することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載
のズームレンズ。
　　０．７＜｜β23T｜＜２．０　　　　　・・・（５）
但し、
　β23Tは、望遠端における前記第２レンズ群と前記第３レンズ群の合成倍率であって、
無限遠物点合焦時における倍率、
である。
【請求項６】
　以下の条件式（６）を満足することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載
のズームレンズ。
　　　１．１０＜ｆ45W／ｆ45T＜２．００　　・・・（６）
但し、
　ｆ45Wは、広角端における前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との合成系の焦点距離
、
　ｆ45Tは、望遠端における前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との合成系の焦点距離
であって、
　いずれも無限遠物点合焦時における倍率、
である。
【請求項７】
　以下の条件式（７）を満足することを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載
のズームレンズ。
　　　０．３０＜｜β45W｜＜０．７０　　・・・（７）
但し、
　β45Wは、広角端における前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との合成系の倍率であ
って、無限遠物点合焦時における倍率、
である。
【請求項８】
　以下の条件式（８）を満足することを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載
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のズームレンズ。
　　　０．９０＜｜β45T｜＜１．８０　　・・・（８）
但し、
　β45Tは、望遠端における前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との合成系の倍率であ
って、無限遠物点合焦時における倍率、
である。
【請求項９】
　変倍時における前記第５レンズ群の移動方向が常に物体側であることを特徴とする請求
項１から８のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１０】
　前記第５レンズ群は、物体側から順に、正の屈折力のレンズ成分と、負の屈折力のレン
ズ成分からなることを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載のズームレンズ。
但し、
　前記レンズ成分は、単レンズまたは接合レンズであって、空気と接触する光学面を２つ
有している。
【請求項１１】
　以下の条件式（９）を満足することを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記
載のズームレンズ。
　　　－０．３＜（Ｒ52F－Ｒ52R）／（Ｒ52F＋Ｒ52R）＜０．６　　　　・・・（９）
但し、
　Ｒ52Fは、前記第５レンズ群の負の屈折力のレンズ成分の最も物体側面の近軸曲率半径
、
　Ｒ52Rは、前記第５レンズ群の負の屈折力のレンズ成分の最も像側面の近軸曲率半径、
である。
【請求項１２】
　第５レンズ群の負の屈折力のレンズ成分は接合レンズであって、
　該接合レンズは、物体側から順に、正屈折力の単レンズと負屈折力の単レンズよりなり
、
　以下の条件式（１０）を満足することを特徴とする請求項１から１１のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　－０．５＜（Ｒ522F＋Ｒ522R）／（Ｒ522F－Ｒ522R）＜１．２　　・・・（１０）
但し、
　Ｒ522Fは、前記第５レンズ群の負の屈折力の単レンズの物体側面の近軸曲率半径、
　Ｒ522Rは、前記第５レンズ群の負の屈折力の単レンズの像側面の近軸曲率半径、
である。
【請求項１３】
　前記第４レンズ群は、物体側から順に、正の屈折力のレンズ成分と、負の屈折力のレン
ズ成分の２つのレンズ成分からなることを特徴とする請求項１から１２のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
但し、
　前記レンズ成分は、単レンズまたは接合レンズであって、空気と接触する光学面を２つ
有している。
【請求項１４】
　以下の条件式（１１）を満足することを特徴とする請求項１から１３のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　０．１＜（Ｒ42F－Ｒ42R）／（Ｒ42F＋Ｒ42R）＜５．０　　　　　・・・（１１）
但し、
　Ｒ42Fは、前記第４レンズ群の負の屈折力のレンズ成分の最も物体側面の近軸曲率半径
、
　Ｒ42Rは、前記第４レンズ群の負の屈折力のレンズ成分の最も像側面の近軸曲率半径、
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である。
【請求項１５】
　前記最終レンズ群は正の屈折力を有するレンズ成分からなることを特徴とする請求項１
から１４のいずれか１項に記載のズームレンズ。
但し、
　前記レンズ成分は、単レンズまたは接合レンズであって、空気と接触する光学面を２つ
有している。
【請求項１６】
　以下の条件式（１２）を満足することを特徴とする請求項１から１５のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　０．７０＜｜βFW|＜０．９８　　　　　　・・・（１２）
但し、
　βFWは、広角端における前記最終レンズ群の倍率であって、無限遠物点合焦時における
倍率、
である。
【請求項１７】
　以下の条件式（１３）を満足することを特徴とする請求項１から１６のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　０．４＜ｆ5／ｆF＜１．２　　　　　　　・・・（１３）
但し、
　ｆ5は、前記第５レンズ群の焦点距離、
　ｆFは、前記最終レンズ群の焦点距離、
である。
【請求項１８】
　以下の条件式（１４）を満足することを特徴とする請求項１から１７のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　０．４０＜ｆ5／ｆ4＜１．００　　　　　・・・（１４）
但し、
　ｆ4は、前記第４レンズ群の焦点距離、
　ｆ5は、前記第５レンズ群の焦点距離、
である。
【請求項１９】
　以下の条件式（１５）を満足することを特徴とする請求項１から１８のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　４．０＜ｆ5／ｆW＜１０．０　　　　　　・・・（１５）
但し、
　ｆ5は、前記第５レンズ群の焦点距離、
　ｆWは、広角端における前記ズームレンズ全系の焦点距離であって、無限遠物点合焦時
における焦点距離、
である。
【請求項２０】
　以下の条件式（１６）を満足することを特徴とする請求項１から１９のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　－２．００＜ｆf5／ｆ5＜－１．００　　・・・（１６）
但し、
　ｆ5は、前記第５レンズ群の焦点距離、
　ｆf5は、前記第５レンズ群の最も物体側の面頂から前記第５レンズ群の前側焦点位置ま
での距離、
である。
【請求項２１】
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　以下の条件式（１７）を満足することを特徴とする請求項１から２０のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　０．５０＜ｆb4／ｆ4＜１．５　　　　　　・・・（１７）
但し、
　ｆ4は、前記第４レンズ群の焦点距離、
　ｆb4は、前記第４レンズ群の最も像側の面頂から前記第４レンズ群の後側焦点位置まで
の距離、
である。
【請求項２２】
　以下の条件式（１８）を満足することを特徴とする請求項１から２１のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　９＜ｆ1／ｆW＜１８　　　　　　　　　　　・・・（１８）
但し、
　ｆ1は、前記第１レンズ群の焦点距離、
　ｆWは、広角端における前記ズームレンズ全系の焦点距離であって、無限遠物点合焦時
における焦点距離、
である。
【請求項２３】
　以下の条件式（１９）を満足することを特徴とする請求項１から２２のいずれか１項に
記載のズームレンズ。
　　　－０．５＜ｆW／ｆ1234T＜０．１０　　　　・・・（１９）
但し、
　ｆWは、広角端における前記ズームレンズ全系の焦点距離、
　ｆ1234Tは、望遠端における前記第１レンズ群から前記第４レンズ群までの合成系の焦
点距離であって、
　いずれも無限遠物点合焦時における焦点距離、
である。
【請求項２４】
　請求項１から２３のいずれか１項に記載のズームレンズと、
　前記ズームレンズの像面に配置された撮像素子と、
を備えることを特徴する撮像装置。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の撮像装置を含むカメラユニットと、
　該撮像装置で取得した映像を信号処理する本体ユニットと、
　該本体ユニットで処理された映像を伝送する伝送部と、を備えたことを特徴する映像伝
送装置。
【請求項２６】
　前記映像伝送装置は、さらに、
　音声を取得する音声ユニットを備え、
　前記本体ユニットは、該音声ユニットで取得された音声も信号処理し、
　前記伝送部によって、該本体ユニットで処理された音声も伝送することを特徴とする請
求項２５に記載の映像伝送装置。
【請求項２７】
　前記映像伝送装置は、さらに、
　映像を表示する表示ユニットを備え、
　ネットワークを介して受信した映像を該表示ユニットに表示可能とすることを特徴とす
る請求項２５または２６に記載の映像伝送装置。
【請求項２８】
　請求項２５から２７のいずれか１項に記載の映像伝送装置を備え、
　該映像伝送装置は、ネットワークに接続し、



(6) JP 2013-83930 A5 2015.9.3

　物理的に遠隔した拠点間で、少なくとも前記撮像装置で取得した映像を伝送することを
特徴する映像伝送システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明のズームレンズは、物体側より
順に、
　正の屈折力を有する第１レンズ群と、
　負の屈折力を有する第２レンズ群と、
　負の屈折力を有する第３レンズ群と、
　正の屈折力を有する第４レンズ群と、
　正の屈折力を有する第５レンズ群と、
　正の屈折力を有する最終レンズ群とを備える６つのレンズ群からなり、
　変倍時に各レンズ群の間隔は変化し、
　広角端から望遠端への変倍時、
　第１レンズ群は固定であり、
　第２レンズ群と第３レンズ群は相対的に間隔を変えつつ共に移動し、
　第４レンズ群は固定であり、
　第５レンズ群は移動し、
　フォーカス時に第５レンズ群は移動し、
　以下の条件式（１－１）を満足することを特徴とする。
　　　０．７＜（ｆｇ3／ｆｇ2）＜1．３　・・・（１－１）
但し、
　fg2は、第２レンズ群の広角端から望遠端までの移動量、
　fg3は、第３レンズ群の広角端から望遠端までの移動量、
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、上述のように、本発明の好ましい態様によれば、広角端から望遠端への変倍時に
、第１レンズ群は固定であり、第２レンズ群と第３レンズ群は相対的に間隔を変えつつ共
に移動し、第４レンズ群は固定であり、第５レンズ群は移動し、フォーカス時に第５レン
ズ群は移動することが望ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、上述のように、本発明の好ましい態様によれば、以下の条件式（１）に代えて条
件式（１－１）を満足することが望ましい。
　　　０．５＜（ｆｇ3／ｆｇ2）＜1．３　・・・（１）
　　　０．７＜（ｆｇ3／ｆｇ2）＜1．３　・・・（１－１）
但し、
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　fg2は、第２レンズ群の広角端から望遠端までの移動量、
　fg3は、第３レンズ群の広角端から望遠端までの移動量、
である。
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